
令和 3年度退職教員の紹介 

 

 

 

部 局 名  大学院医学系研究科・医学部 

 

氏 名 宮園浩平 

職 名 教授・卓越教授 

本学在職期間 平成 12 年 8月～令和 4年 3月 

所 属 病因・病理学専攻 病理学講座 分子病理学分野 

専 門 分 野  分子腫瘍学 

略 歴 

昭和 56 年 3月 本学医学部医学科卒業 

昭和 56 年 5月 医師免許取得（医籍登録第 259139号） 

昭和 58 年 6月 東京大学医学部附属病院第 3内科入局 

昭和 61 年 5月 スウェーデン王国 Uppsala 大学ルードヴィヒ癌研究所 研究員 

昭和 63 年 7月 東京大学助手（医学部附属病院第 3内科） 

平成元年 12月 医学博士（東京大学） 

平成 2 年 2月 スウェーデン王国 Uppsala 大学ルードヴィヒ癌研究所 研究員 

平成 6 年 7月 スウェーデン王国 Uppsala 大学ルードヴィヒ癌研究所 主任研究員 

平成 7 年 4月 （財）癌研究会 癌研究所生化学部 部長 

平成 12 年 8月 東京大学教授（医学系研究科分子病理学）〜現在に至る 

平成 21 年 4月 同 医学系研究科 副研究科長・副学部長（平成 23年 3月まで） 

平成 21 年 4月 Guest Professor, Uppsala University, Uppsala, Sweden 〜現在に至る 

平成 23 年 4月 東京大学医学系研究科長・医学部長（平成 31年 3月まで） 

平成 31 年 4月 東京大学理事・副学長（令和 3年 3月まで） 

令和 3年 9月  東京大学卓越教授 
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